
特 集
い
わ
ゆ
る
「
ご
み
屋
敷
」
に
関
す
る
取
組
を
考
え
る
〜
条
例
の
施
行
か
ら
３
年
を
経
過
し
て

《9》 

３
年
間
の
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応
状
況
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ご
み
屋
敷
条
例
の
施
行
か
ら
３

年
間
の
取
組
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

　

全
体
の
ご
み
屋
敷
の
把
握
や
解

消
、
排
出
支
援
の
状
況
を
紹
介
す

る
と
と
も
に
、
健
康
福
祉
局
が
実

施
し
た
事
例
に
関
す
る
調
査
結
果

を
通
し
て
、
事
例
の
傾
向
や
対
応

の
詳
細
に
つ
い
て
お
伝
え
し
て
い

き
た
い
。

１  �「
ご
み
屋
敷
」の
年
度
別
把
握・

解
消
状
況

　

平
成
28
年
度
か
ら
平
成
30
年
度

ま
で
の
３
年
間
の
把
握
件
数
、
解

消
件
数
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
る

と
、
今
ま
で
に
１
７
６
件
の
「
ご

み
屋
敷
」
を
把
握
し
、
そ
の
約
６

割
に
当
た
る
１
１
３
件
を
解
消
し

て
い
る
（
表
１
）。
解
消
の
理
由

は
、
区
役
所
と
資
源
循
環
局
事
務

所
が
協
力
し
て
行
う
排
出
支
援
に

よ
る
も
の
の
ほ
か
、
本
人
に
よ
る

自
主
的
な
撤
去
な
ど
で
あ
る
。

　

ま
た
、
条
例
第
７
条
第
１
項
に

基
づ
く
「
指
導
」
は
、
３
回
行
っ

て
い
る
が
、
行
政
代
執
行
に
至
っ

た
も
の
は
な
い
。

２  �

排
出
支
援
の
状
況

　

排
出
支
援
に
よ
る
解
消
実
績
は

表
１
の
と
お
り
で
あ
る
。
平
成
28

年
度
は
12
月
の
条
例
施
行
と
い
う

こ
と
も
あ
り
８
件
と
な
っ
て
い
る

が
、
29
年
度
は
20
件
、
30
年
度
は

27
件
と
件
数
は
増
え
て
い
る
。
ま

た
、
表
に
は
な
い
が
、
条
例
に
基

づ
く
排
出
支
援
を
実
施
し
た
も
の

の
解
消
に
至
ら
な
か
っ
た
件
数
を

含
め
る
と
、
３
か
年
合
計
で
計
60

件
の
排
出
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

排
出
支
援
に
よ
る
ご
み
の
回
収

量
に
つ
い
て
は
、
３
か
年
の
総
回

収
量
は
13
万
５
９
９
０
㎏
、
１
件

当
た
り
の
平
均
回
収
量
は
約
２
２

４
０
㎏
と
な
っ
て
い
る（
表
２
）。

案
件
に
よ
っ
て
回
収
量
は
大
き
く

変
わ
っ
て
お
り
、
３
か
年
で
最
小

回
収
量
は
90
㎏
、
最
大
回
収
量
は

１
万
６
１
９
０
㎏
と
な
っ
て
い
る

（
表
３
）。

　

排
出
支
援
に
つ
い
て
は
、
条
例

の
施
行
当
初
は
、
区
役
所
と
の
連

携
や
、
現
地
の
下
見
、
事
前
準
備
、

実
際
の
排
出
支
援
現
場
で
の
突
発

的
な
対
応
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

戸
惑
う
こ
と
も
多
く
あ
っ
た
が
、

経
験
の
積
み
重
ね
と
区
と
の
更
な

る
情
報
共
有
に
よ
り
課
題
の
解
消

に
努
め
、
現
在
は
各
区
で
、
資
源

循
環
局
事
務
所
と
区
役
所
が
一
丸

と
な
り
、
排
出
支
援
に
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

な
お
、
排
出
支
援
後
の
状
況
と

し
て
は
、
多
く
は
、
排
出
支
援
後

も
そ
の
状
態
を
キ
ー
プ
で
き
る
よ

う
支
援
体
制
を
整
え
、
福
祉
保
健

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
等
に
円
滑
に
つ

な
げ
る
こ
と
で
再
発
の
防
止
が
で

き
て
い
る
。
再
発
傾
向
が
あ
る
も

の
は
「
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
は

あ
る
が
支
援
を
拒
否
し
て
い
る
状

態
」
と
い
う
関
わ
り
へ
の
拒
否

と
、「
既
存
の
福
祉
保
健
サ
ー
ビ

ス
で
は
対
象
要
件
に
該
当
せ
ず
、

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
が
な
い
」

と
い
っ
た
状
態
で
あ
る
。

３  �

平
成
29
年
度
解
消
事
例
ヒ
ア

リ
ン
グ
の
実
施

　

健
康
福
祉
局
で
は
、
各
区
の
取

組
を
支
援
す
る
た
め
、
事
例
の
概

要
や
解
消
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
調

査
し
、
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

ま
ず
、
平
成
29
年
度
下
半
期
に

解
消
に
至
っ
た
20
事
例
を
対
象

に
、
各
事
例
の
ポ
イ
ン
ト
や
支
援

の
内
容
に
つ
い
て
区
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
。

執
筆河

野
　
友
子

健
康
福
祉
局
福
祉
保
健
課

堀
内
　
大
貴

健
康
福
祉
局
福
祉
保
健
課

高
橋
　
究
幸

資
源
循
環
局
業
務
課

表１　把握・解消・排出件数の推移

 前年度継続件数 - 67件 70件 - 

28年度 29年度 30年度 累計

 解消件数 26件 47件 40件 113件 

 新規把握件数 93件 50件 33件 176件 

 その他の解消 18件 27件 13件 58件 

 排出支援による解消 8件 20件 27件 55件 

 未解消件数 67件 70件 63件 （63件） 

表２　排出支援実施による回収量

合計 135,990㎏  2,240㎏  

29年度 63,870㎏  2,661㎏  

30年度 49,080㎏  1,963㎏  

回収量
１件当たりの
平均回収量

28年度 23,040㎏  2,095㎏  

平均値 11,577㎏  177㎏  

29年度 16,190㎏  90㎏  

30年度 8,630㎏  320㎏  

最大値 最小値

28年度 9,910㎏  120㎏  

表３　排出支援実施による１件当たり
　　　の回収量の最大値及び最小値
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(1)
第
三
者
か
ら
の
相
談
等
の
状
況

や
解
消
に
至
っ
た
ポ
イ
ン
ト

　

第
三
者
か
ら
の
相
談
等
が
あ
っ

た
も
の
は
20
事
例
の
う
ち
14
件

あ
っ
た
。
相
談
等
の
内
容
は
、
家

賃
滞
納
等
に
関
す
る
不
動
産
会
社

か
ら
の
苦
情
、
退
院
に
併
せ
室
内

の
清
掃
を
し
た
い
と
い
っ
た
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
医
療
機
関
か
ら
の

相
談
、
不
衛
生
な
住
環
境
で
介
護

や
子
の
養
育
が
さ
れ
て
い
る
と

い
っ
た
虐
待
に
関
す
る
相
談
な
ど

で
あ
っ
た
。

　

解
消
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て

は
、
支
援
者
が
ポ
イ
ン
ト
だ
と
認

識
し
て
い
る
内
容
を
聞
き
取
り
、

そ
の
中
か
ら
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出

し
、
５
つ
に
分
類
し
た
。「
堆
積

者
本
人
又
は
区
役
所
に
対
す
る
第

三
者
か
ら
の
要
請
」
と
分
類
し
た

も
の
が
９
件
、「
ア
セ
ス
メ
ン
ト

に
基
づ
く
支
援
」
が
７
件
、「
条

例
が
出
来
た
こ
と
に
よ
る
排
出
支

援
・
進
捗
管
理
」
が
６
件
、「
堆

積
者
の
状
態
悪
化
」
が
３
件
で

あ
っ
た
。

　

調
査
で
は
、
相
談
等
が
把
握
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
か
ま
で

は
関
連
付
け
て
聞
き
取
り
を
し
て

い
な
い
が
、
区
役
所
に
対
す
る
地

域
住
民
や
関
係
機
関
か
ら
の
ア
ク

シ
ョ
ン
が
介
入
の
糸
口
と
な
っ
て

い
る
傾
向
が
見
受
け
ら
れ
た
。

(2)
関
係
機
関
等
と
の
連
携
状
況

　
「
区
役
所
以
外
の
機
関
が
支
援

に
関
わ
っ
て
い
た
」
は
20
事
例
の

う
ち
９
件
（
45
％
）
で
、
延
べ
18

の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
い
た
。

連
携
先
は
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
、

社
会
福
祉
協
議
会
、
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
、
自
治
会
町
内
会
、

精
神
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
、
成
年
後
見

人
、
障
害
者
自
立
生
活
ア
シ
ス
タ

ン
ト
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い

る
。た
だ
し
、地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
関
わ
り
は
な
か
っ
た
。

(3)
働
き
か
け
の
内
容

　

ど
の
よ
う
な
働
き
か
け
が
多

か
っ
た
の
か
、
10
項
目
の
援
助
機

能（
表
４
）に
つ
い
て
調
査
し
た
。

20
事
例
に
対
し
延
べ
62
の
支
援
が

行
わ
れ
、
１
事
例
に
対
し
て
平
均

３
つ
、
最
も
多
い
ケ
ー
ス
で
は
７

つ
の
支
援
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

多
く
行
わ
れ
て
い
る
働
き
か
け

は
、
本
人
の
考
え
や
思
い
を
引
き

出
す
（
側
面
的
援
助
機
能
）
が
17

事
例
、
次
い
で
、
情
報
提
供
（
情

報
提
供
機
能
）
が
14
事
例
で
あ
っ

た
。
こ
れ
ら
は
、
対
象
者
の
問
題

解
決
能
力
や
環
境
へ
の
対
処
能
力

を
強
化
す
る
た
め
の
働
き
か
け
で

あ
る
。
具
体
的
に
は
、
自
ら
の
困

り
ご
と
や
課
題
に
気
付
く
よ
う
な

働
き
か
け
、
問
題
解
決
に
向
け
て

対
象
者
の
主
体
的
な
取
組
を
促
進

さ
せ
る
よ
う
な
支
援
を
通
し
て
対

象
者
の
考
え
や
思
い
を
引
き
出
し

た
り
、
対
象
者
に
必
要
な
情
報
を

分
か
り
や
す
く
提
供
し
、
対
象
者

が
情
報
に
ア
ク
セ
ス
し
必
要
な
情

報
を
入
手
・
活
用
で
き
る
よ
う
な

支
援
で
あ
る
。

　

次
い
で
、
社
会
資
源
に
結
び
つ

け
る
よ
う
な
支
援
（
仲
介
機
能
）

が
12
事
例
、
複
数
の
社
会
資
源
を

利
用
す
る
た
め
の
支
援
（
ケ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
）
が
５
事
例
で

あ
っ
た
。
こ
れ
ら
は
、
必
要
な
社

会
資
源
と
の
関
係
構
築
・
調
整
た

め
の
働
き
か
け
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
多
様
な
問
題
や
ニ
ー
ズ
を

抱
え
て
い
る
対
象
者
や
家
族
に
対

し
て
、
関
係
機
関
に
結
び
つ
け
、

各
種
の
サ
ー
ビ
ス
や
イ
ン
フ
ォ
ー

マ
ル
な
サ
ポ
ー
ト
等
の
複
数
の
必

要
な
社
会
資
源
を
包
括
的
に
利
用

す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
よ
う
な

支
援
で
あ
る
。

　

ご
み
屋
敷
は
、
地
域
住
民
や
関

係
機
関
か
ら
の
ア
ク
シ
ョ
ン
が
介

入
の
契
機
に
な
っ
て
い
る
場
合
が

あ
る
が
、
働
き
か
け
の
内
容
は
決

し
て
特
殊
な
も
の
で
は
な
い
。
対

象
者
に
寄
り
添
い
、
思
い
を
引
き

出
し
な
が
ら
課
題
解
決
を
図
る
プ

ロ
セ
ス
は
、
支
援
す
る
上
で
最
も

基
本
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
と

考
え
る
。

４  �

平
成
30
年
度
事
例
基
礎
調
査

結
果
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
の
解
消
事
例
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
踏
ま
え
、
ご
み
屋
敷
状

態
と
判
定
さ
れ
て
い
る
事
例
す
べ

て
を
対
象
に
、
堆
積
者
の
傾
向
、

発
生
の
原
因
な
ど
の
実
態
及
び
生

活
上
の
諸
課
題
を
把
握
、
分
析
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
調
査
を
各

区
を
対
象
に
実
施
し
た
。
調
査
対

象
は
、
平
成
30
年
4
月
1
日
時
点

で
ご
み
屋
敷
状
態
と
判
定
さ
れ
た

70
事
例
で
、
有
効
回
答
は
68
事
例

で
あ
っ
た
。

(1)
堆
積
者
の
状
況

　

性
別
で
は
男
性
が
65
％
、
女
性

が
35
％
で
男
性
が
多
く
、
年
齢
で

は
、
30
─
49
歳
が
12
％
、
50
─
64

歳
が
41
％
、
65
歳
以
上
が
47
％
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
世
帯
状
況
で
は

単
身
世
帯
が
63
％
、
複
数
世
帯
が

37
％
で
、
家
屋
の
状
況
で
は
戸
建

住
宅
が
58
％
、
集
合
住
宅
は
42
％

で
あ
っ
た
。

表４　援助機能の項目（アンケートの選択肢）

選　　択　　肢 分　　類

  1  本人の考えや思いを引き出す
　　　（側面的援助機能）

 対象者の問題解決
 能力や環境への
 対処能力強化

  2  情報提供
　　　（情報提供機能）

  3  本人の思いを伝える
　　　（代弁機能）

  4  学習する機会の提供
　　　（教育機能）

 10 社会資源の創出や改善の働きかけ
　　　（ソーシャルアクション機能）

 施策や地域の変革

  5  安全を確保する
　　　（保護機能）

  6  社会資源に結びつけるような支援
　　　（仲介機能）

 必要な社会資源との
 関係構築・調整

  7  親族、地域への働きかけ
　　　（調停機能）

  8  複数の社会資源を利用するための支援
　　　（ケアマネジメント機能）

  9  地域や関係機関とのネットワークづくり
　　　（ネットワーキング機能）

 連携の促進
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(2)
堆
積
者
の
タ
イ
プ

　

堆
積
者
の
特
徴
を
次
の
３
つ
の

タ
イ
プ
に
分
類
、
定
義
付
け
し
て

聞
い
た
と
こ
ろ
、
集
め
る
タ
イ
プ

が
13
％
、
片
付
け
ら
れ
な
い
タ
イ

プ
が
43
％
、
混
合
タ
イ
プ
が
31
％

で
あ
っ
た
。
片
付
け
ら
ら
れ
な
い

タ
イ
プ
が
最
も
多
い
も
の
の
、
集

め
る
タ
イ
プ
、
混
合
タ
イ
プ
の
割

合
も
相
当
数
存
在
す
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。

◆
堆
積
者
の
タ
イ
プ
の
分
類
と

　

定
義

１　

集
め
る
タ
イ
プ

　

ご
み
の
集
積
場
所
か
ら
の
収
集

や
過
剰
な
量
の
購
入
等
に
よ
っ
て

得
た
物
品
を
堆
積
又
は
放
置
す
る

人２　

片
付
け
ら
れ
な
い
タ
イ
プ

　

日
常
生
活
を
営
む
な
か
で
、
物

品
を
整
理
で
き
な
い
又
は
排
出
で

き
な
い
人

３　

混
合
タ
イ
プ

　

集
め
る
タ
イ
プ
・
片
付
け
ら
れ

な
い
タ
イ
プ
ど
ち
ら
の
傾
向
も
併

せ
持
っ
て
い
る
人

(3)
第
三
者
か
ら
の
相
談
等
の
受
理

状
況

　

把
握
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
か

ど
う
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の

案
件
に
対
す
る
第
三
者
か
ら
の
相

談
等
の
受
理
状
況
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
全
体
の
78
％
が
本
人
以
外
か

ら
の
相
談
等
が
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
っ
た
。
相
談
者
の
内
訳
は
、
地

域
住
民
が
72
％
と
最
も
多
く
、
以

下
、
地
域
ケ
ア
プ
ラ
ザ
や
警
察
、

病
院
、
学
校
や
家
族
、
親
族
、
知

人
な
ど
、
様
々
な
機
関
か
ら
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

ま
た
、
第
三
者
か
ら
の
相
談
等

を
受
理
し
て
い
な
い
案
件
で
は
、

本
人
か
ら
の
相
談
や
ご
み
屋
敷
と

は
別
の
事
情
で
区
役
所
が
支
援
し

て
い
る
方
に
対
し
、
ご
み
等
の
撤

去
を
支
援
方
針
の
一
環
と
し
て
対

応
し
て
い
る
状
況
が
確
認
で
き

た
。

(4)
考
え
ら
れ
る
発
生
要
因
と
併
発

し
て
い
る
課
題

　

ご
み
が
溜
ま
る
よ
う
に
な
っ
た

要
因
、
き
っ
か
け
と
し
て
考
え
ら

れ
る
こ
と
の
調
査
結
果
で
は
、「
統

合
失
調
症
や
う
つ
病
な
ど
の
精
神

障
害
、
精
神
疾
患
、
ア
ル
コ
ー
ル

関
連
問
題
」
が
26
％
で
最
も
多

く
、
次
い
で「
身
体
能
力
の
低
下
、

身
体
障
害
、
身
体
に
関
す
る
健
康

問
題
」
が
25
％
で
あ
り
、
精
神
的

症
状
、
身
体
的
症
状
の
悪
化
を

き
っ
か
け
に
ご
み
屋
敷
に
な
る
場

合
が
多
か
っ
た
（
表
５
）。

　

ま
た
、
現
段
階
で
は
発
生
要
因

が
「
分
か
ら
な
い
」
は
21
％
、
能

力
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
片

付
け
や
課
題
解
決
の
た
め
の
手
段

を
取
る
こ
と
へ
の
「
優
先
順
位
が

付
け
ら
れ
な
い
」
は
18
％
、
家
族

と
の
死
別
や
離
婚
、
転
居
な
ど
の

「
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
」
が
16
％
で

あ
り
、
個
人
の
志
向
や
生
活
ス
タ

イ
ル
、
ラ
イ
フ
イ
ベ
ン
ト
に
よ
っ

て
も
ご
み
屋
敷
に
な
り
う
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

　

当
該
ご
み
屋
敷
を
よ
り
複
雑
か

つ
困
難
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る

問
題
、
併
発
し
て
い
る
課
題
の
調

査
で
は
、「
経
済
的
困
窮
」
と
「
地

域
か
ら
の
孤
立
」
が
そ
れ
ぞ
れ

16
％
と
最
も
多
く
、
次
い
で
併
発

課
題
が
「
な
い
」
が
15
％
、「
ひ

き
こ
も
り
」
が
13
％
、「
家
族
関

係
の
不
和
」
が
12
％
で
あ
り
、
ご

み
屋
敷
の
発
生
要
因
と
は
別
の
課

題
が
生
じ
て
い
る
（
表
５
）。

(5)
支
援
の
切
り
口
と
し
て
い
る
課
題

　

区
役
所
の
み
な
ら
ず
、
関
係
機

関
、
地
域
住
民
等
が
連
携
し
て
、

当
該
世
帯
に
対
す
る
支
援
の
切
り

口
と
し
て
い
る
課
題
を
調
査
し
た

と
こ
ろ
、「
身
体
能
力
の
低
下
、

身
体
障
害
、
身
体
に
関
す
る
健
康

問
題
」
が
28
％
、「
統
合
失
調
症

や
う
つ
病
な
ど
の
精
神
障
害
、
精

神
疾
患
、
ア
ル
コ
ー
ル
関
連
問

題
」
が
18
％
、「
経
済
的
困
窮
」

が
16
％
の
順
で
あ
っ
た（
表
５
）。

し
か
し
、
併
発
し
て
い
る
課
題
で

上
位
だ
っ
た
「
地
域
か
ら
の
孤

立
」
は
４
％
と
少
な
く
、
支
援
の

切
り
口
と
し
て
孤
立
を
扱
っ
て
い

る
も
の
は
少
な
い
状
況
で
あ
っ
た
。

(6)
支
援
の
困

難
さ

　

今
回
の
調

査
で
は
、
担

当
者
の
約
８

割
が
支
援
の

困
難
さ
を
感

じ
て
い
る
状

況
で
あ
る
こ

と
が
分
か
っ

た
。
困
難
さ

を
感
じ
て
い

る
対
象
者
の

特
徴
と
し

て
、「
対
象

者
自
身
が

困
っ
て
い
る

様
子
が
な

い
」が
47
％
、

「
家
族
に
調

整
役
と
な
る

人
が
い
な

い
」が
41
％
、

「
対
象
者
が

支
援
や
サ
ー

ビ
ス
を
拒
否

し
て
い
る
」

が
34
％
で
上

位
に
挙
げ
ら

れ
、
本
人
と

継
続
し
た
支

援
の
糸
口
を

つ
か
め
な
い

こ
と
が
支
援

の
困
難
さ
に

つ
な
が
っ
て

表５　平成30年度事例基礎調査結果（概要） n=68

 対象者と支援方針を共有できな
 い

15件
（22％）

第８位  生活の乱れ
6件

（ 9％）
 対象者とその家族で意見が食
 い違い、調整が難しい

7件
（10％）

6件
（ 9％）

 対象者とコミュニケーションがと
 れない

16件
（24％）

第７位
 発達障害

 地域からの孤立

9件
（13％）

 身体能力の低下、身体障害、身
 体に関する健康問題

7件
（10％）  身体的、心理的虐待、ネグレクト

 優先順位が付けられない

5件
（ 7％）

第６位
 ライフイベント（例／家族の
 死亡、 失業）

11件
（16％）

 家族関係の不和
8件

（12％）
 家族関係の不和

第４位
 優先順位が付けられない

 その他

12件
（18％）

 ひきこもり（不登校）

 その他

9件
（13％）

第５位  ない
8件

（12％）
 対象者との信頼関係がつくれな
 い

17件
（25％）

 経済的困窮
11件

（16％）
 対象者がサービスを拒否してい
 る

23件
（34％）

9件
（13％）

 対象者が援助者の接近を拒否
 している

18件
（26％）

 その他

第３位  分からない
14件

（21％）
 ない

10件
（15％）

 身体能力の低下、身体障害、身
 体に関する健康問題

19件
（28％）

 対象者自身が困っている様子
 がない

32件
（47％）

第２位
 身体能力の低下、身体障害、身
 体に関する健康問題

17件
（25％）

 統合失調症やうつ病などの精神
 障害、精神疾患、アルコール関
 連問題

12件
（18％）

 家族員に調整役となる人がいな
 い

第１位
 統合失調症やうつ病などの精神
 障害、精神疾患、アルコール関
 連問題

18件
（26％）  経済的困窮

 地域からの孤立

11件
（16％）

28件
（41％）

ごみ屋敷になったきっかけ（複数回答） 世帯に併発している課題（複数回答） 支援の切り口としている課題（複数回答） 支援上の困難さ(複数回答）



45 ■ 特集・いわゆる「ごみ屋敷」に関する取組を考える〜条例の施行から３年を経過して

45
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
た
（
表

５
）。

　

ま
た
、
担
当
者
側
の
課
題
認
識

と
し
て
は
、
時
間
の
確
保
と
援
助

関
係
を
築
く
こ
と
、
ア
プ
ロ
ー
チ

の
た
め
の
知
識
・
技
術
の
乏
し
さ

が
上
位
に
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
、
対
象
者
と
信
頼
関
係

が
樹
立
で
き
、
担
当
者
と
対
象
者

を
つ
な
ぐ
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
の
有
無

と
困
難
さ
を
感
じ
て
い
る
割
合
を

ク
ロ
ス
集
計
し
た
と
こ
ろ
、
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
が
い
る
方
の
支
援
を
担

当
し
て
い
る
職
員
は
、
キ
ー
パ
ー

ソ
ン
が
い
な
い
方
の
支
援
を
担
当

し
て
い
る
職
員
と
比
べ
、
困
難
さ

を
感
じ
て
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
結
果
は
、
対
象

者
自
身
が
信
頼
で
き
る
人
を
獲
得

す
る
こ
と
、
支
援
を
担
当
す
る
者

自
身
も
対
象
者
に
一
緒
に
働
き
か

け
ら
れ
る
存
在
が
重
要
で
あ
る
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　
(7)
事
例
基
礎
調
査
の
ま
と
め

　

こ
の
事
例
基
礎
調
査
は
、
本
市

に
お
け
る
ご
み
屋
敷
の
実
態
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
初
め
て

の
調
査
で
あ
る
。
内
容
に
稚
拙
な

部
分
も
あ
る
が
、
今
後
の
ご
み
屋

敷
対
策
に
お
い
て
、
こ
の
調
査
結

果
が
示
唆
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
簡
単
に
ま
と
め
る
。

　

ま
ず
、
堆
積
者
の
状
況
と
タ
イ

プ
で
あ
る
。
単
身
で
加
齢
に
よ
る

身
体
機
能
の
低
下
、
判
断
力
の
低

下
が
原
因
の
高
齢
者
の
問
題
と
い

う
、
ご
み
屋
敷
の
一
般
的
イ
メ
ー

ジ
か
ら
は
少
し
異
な
る
実
態
が
浮

か
び
上
が
っ
た
。
高
齢
者
以
外
に

も
ご
み
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
人
も

い
る
。
ま
た
、
家
族
等
と
同
居
し

て
い
る
人
も
ご
み
屋
敷
に
な
っ
て

い
る
。
ご
み
屋
敷
問
題
を
一
括
り

に
せ
ず
、
原
因
や
堆
積
者
の
タ
イ

プ
と
併
せ
て
傾
向
を
分
析
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

次
に
、
本
人
以
外
の
第
三
者
か

ら
の
相
談
等
の
受
理
状
況
で
あ

る
。
事
例
の
約
８
割
は
本
人
以
外

の
第
三
者
か
ら
の
相
談
等
が
あ
っ

た
。
条
例
に
よ
り
相
談
窓
口
が
明

確
に
な
っ
た
こ
と
、
市
民
等
か
ら

の
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
こ
の
条

例
に
基
づ
き
対
応
し
て
い
く
こ
と

が
市
の
業
務
に
位
置
付
け
ら
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
把
握
に
つ
な
が
っ

た
事
例
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
ま

た
、
第
三
者
か
ら
の
相
談
等
が
な

い
案
件
で
あ
っ
て
も
、
排
出
支
援

と
い
う
支
援
メ
ニ
ュ
ー
に
つ
な

げ
、
対
象
者
の
生
活
改
善
を
働
き

か
け
よ
う
と
し
て
い
る
実
態
も
分

か
っ
て
き
た
。
引
き
続
き
、
こ
の

条
例
の
下
、
積
極
的
に
困
っ
て
い

そ
う
な
人
を
把
握
す
る
こ
と
や
、

ご
み
屋
敷
状
態
の
解
消
の
手
段
と

し
て
、
こ
の
条
例
を
機
能
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

次
に
、
ご
み
屋
敷
の
発
生
要

因
、
併
発
し
て
い
る
課
題
、
切
り

口
と
し
て
い
る
課
題
で
あ
る
。
発

生
要
因
と
併
発
課
題
は
異
な
っ
て

い
た
。
ご
み
屋
敷
の
状
態
が
長
期

化
す
る
こ
と
で
、
問
題
が
複
雑
化

し
て
い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

ご
み
屋
敷
と
し
て
対
象
者
を
把
握

し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
対
象
者
へ

の
支
援
と
し
て
関
わ
る
チ
ャ
ン
ス

で
あ
り
、
単
に
ご
み
の
撤
去
だ
け

を
行
う
の
で
は
な
く
、
ご
み
問
題

を
切
り
口
に
し
て
、
今
後
の
生
活

を
見
通
し
、
生
活
上
の
諸
課
題
に

介
入
し
て
支
援
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

支
援
の
切
り
口
と
し
て
い
る
課

題
の
上
位
３
つ
は
、
対
象
者
本
人

の
年
齢
や
状
況
に
も
よ
る
が
、
既

存
の
制
度
の
紹
介
や
サ
ー
ビ
ス
利

用
を
促
し
や
す
い
課
題
で
あ
る
。

例
え
ば
、
身
体
的
症
状
や
精
神
的

症
状
で
あ
れ
ば
医
療
機
関
に
受
診

で
き
る
よ
う
に
調
整
し
た
り
、
経

済
的
困
窮
で
あ
れ
ば
区
役
所
の
生

活
困
窮
窓
口
で
の
相
談
や
社
会
福

祉
協
議
会
の
貸
付
事
業
を
案
内
し

た
り
す
る
な
ど
、
課
題
解
決
を
具

体
的
に
提
案
し
や
す
い
。
一
方

で
、
孤
立
の
解
消
を
目
的
と
し
た

制
度
や
サ
ー
ビ
ス
は
少
な
く
、
地

域
も
巻
き
込
ん
だ
支
援
を
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
か
が
課
題
と

考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
発
生
要
因
、
併
発
し
て

い
る
課
題
等
の
詳
細
が
つ
か
め
な

い
ケ
ー
ス
が
一
定
数
あ
っ
た
。
こ

の
中
に
は
、
行
政
等
と
の
関
わ
り

を
拒
否
し
て
い
る
対
象
者
も
お

り
、
状
況
把
握
や
介
入
が
難
し
い

も
の
も
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
取

組
そ
の
も
の
が
、
従
来
の
高
齢

者
、
障
害
者
、
児
童
と
い
っ
た
対

象
者
別
・
機
能
別
の
把
握
方
法
と

は
異
な
り
、
ご
み
問
題
を
入
口
と

し
て
把
握
す
る
こ
と
で
、
現
時
点

で
は
、
明
確
な
ニ
ー
ズ
を
持
っ
て

な
い
も
の
の
、
将
来
、
問
題
が
深

刻
化
、
表
面
化
す
る
可
能
性
が
あ

る
人
の
把
握
を
し
て
い
る
と
前
向

き
に
捉
え
、
継
続
し
て
関
わ
り
の

糸
口
を
見
い
出
す
働
き
か
け
が
重

要
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
対
象
者
の
孤
立
と
支

援
者
の
孤
立
の
問
題
で
あ
る
。
ご

み
屋
敷
に
な
っ
て
い
る
人
は
、
孤

立
を
深
め
て
い
る
。
ま
た
、
支
援

担
当
者
自
身
が
孤
立
し
て
し
ま
う

と
支
援
が
行
き
詰
り
困
難
さ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
ご
み
屋
敷
問
題

の
根
本
解
決
を
図
る
上
で
は
、
対

象
者
の
孤
立
解
消
と
支
援
者
自
身

も
孤
立
す
る
こ
と
な
く
多
様
な
ア

プ
ロ
ー
チ
が
展
開
で
き
る
か
が
鍵

な
の
か
も
し
れ
な
い
。

５  �

最
後
に

　

条
例
の
施
行
か
ら
３
年
以
上
が

経
過
し
た
。
事
例
を
積
み
重
ね
区

役
所
、
資
源
循
環
局
、
健
康
福
祉

局
の
連
携
が
円
滑
に
な
り
、
多
く

の
事
案
が
解
消
に
至
っ
て
い
る

が
、取
り
組
む
べ
き
課
題
も
多
い
。

ご
み
屋
敷
状
態
に
な
っ
て
い
る
人

は
、「
困
っ
た
人
」
と
い
う
印
象

を
持
っ
て
い
る
人
も
少
な
く
な

い
。
し
か
し
、
ご
み
屋
敷
状
態
に

な
っ
た
要
因
や
併
発
し
た
課
題
を

考
え
る
と
、
誰
に
で
も
起
こ
り
得

る
こ
と
で
あ
り
、
課
題
が
解
決
さ

れ
な
い
状
態
が
続
く
こ
と
で
、
次

第
に
課
題
が
複
雑
に
な
っ
て
い

く
。
そ
の
た
め
に
も
、
課
題
が
複

雑
化
す
る
前
に
関
わ
り
の
手
を
差

し
伸
べ
続
け
ら
れ
る
支
援
体
制
が

必
要
で
あ
る
。

　

既
存
の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
で
は

補
う
こ
と
が
難
し
い
場
合
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
地
域

福
祉
保
健
計
画
に
も
あ
る
よ
う
な

住
民
同
士
の
声
掛
け
や
見
守
り
合

い
、
昔
な
が
ら
の
日
常
の
助
け
合

い
と
い
っ
た
地
域
の
仲
間
を
孤
立

さ
せ
な
い
、
又
は
孤
立
し
が
ち
な

住
民
の
生
活
上
の
変
化
を
早
期
に

把
握
し
相
談
に
つ
な
げ
る
と
い
っ

た
活
動
と
の
連
携
が
ま
す
ま
す
必

要
で
あ
る
と
実
感
し
た
。

　

こ
の
取
組
を
通
し
て
、
区
役
所

等
の
行
政
機
関
だ
け
で
な
く
、
地

域
の
関
係
機
関
や
住
民
組
織
か
ら

な
る
地
域
の
資
源
、
地
域
住
民
な

ど
様
々
な
立
場
の
支
援
が
増
え
、

誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。


